
 

 

令和７年 瑞浪市議会 

地域経済建設委員会 行政視察報告書 

 

視察日 令和７年８月５日（火）・６日（水） 

視察地 広島県尾道市・京都府亀岡市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞浪市議会地域経済建設委員会 委員長 大久保 京子 



 

視察概要 

 

視察日 令和７年８月５日(火) ～ ８月６日(水) 

視察 

人数 

委 員 長  大久保京子 

副委員長  犬塚利彦 

委 員   田翔太  奥村一仁  熊谷隆男 

渡邉康弘  棚町 潤    正之 

随 行  議会事務局 井上紗友美 

視 

察 

日 

･ 

場 

所 

･ 

内 

容 

 

８月５日(火) 

 

【広島県尾道市】 

広島県鳥獣対策等地域支援機構「tegos」について 

 

全国的に山と人里との境界線が緩んできており、本市においても被害域が

広域化している。鳥獣対策のプロフェッショナルとの関わりに、どのような

成果があるか学ぶ。 

 

 

８月６日(水) 

 

【京都府亀岡市】 

かめおかプラスチックごみゼロ宣言プロジェクトについて 

亀岡市環境プロモーションセンターCircular Kameoka Lab について 

 

「世界に誇れる環境先進都市・亀岡市」の、環境に配慮した行動施策のう

ち、市民意識を高める施策の実践等をどのように進めているのか学ぶ。 

 

 



令和 7 年 地域経済建設委員会 行政視察報告書 

 

8 月 5 日（火）広島県尾道市 

【広島県鳥獣対策等地域支援機構「tegos」について】 

 

  視察地概要 

人口 125,119 人（令和 7 年 7 月 31 日現在） 

面積 284.89 平方キロメートル 

広島県の東南部に位置し、大半が山地で、平地は尾道水道・御調川
み つ ぎ が わ

沿岸・島しょ部

の海岸沿いに形成されている。歴史と文化に溢れる島々を結び、全長約 70 ㎞の海の道

をサイクリングで満喫できる「しまなみ海道」をはじめとする新たな魅力と歴史・伝

統に育まれた資源を活かし、他にはない魅力的な価値を持つまちづくりを推進してい

る。 

瀬戸内のほぼ中央に位置し、山陽自動車道、瀬戸内しまなみ海道に加え、平成 27 年

3 月に全線開通した中国やまなみ街道（中国横断自動車道尾道松江線）により広域拠

点としての機能は高まり、まさに「瀬戸内の十字路」としての発展が大いに期待され

る都市である。 

 

  視察目的 

全国的に山と人里との境界線が緩んできており、本市においても被害域が広域化し

ている。鳥獣対策のプロフェッショナルとの関わりに、どのような成果があるか学

ぶ。 

 

  視察項目 

  捕獲に従事する狩猟後継者の育成の内容と成果。 

  支援が複数市町にまたがる中で、活動優先順次の付け方や調整はどのように行っ

ているか。 

  各市町の行政職員と外部人材である FA の間の役割分担や連携体制において、苦労

した点は何か。 

  ICT 技術の導入状況。 

  今後、参画市町が増えることで、支援体制や人材配置にどのような影響が出ると

見込んでいるか。支援の質を保ちつつ対象地域が拡大することへの備えについて

どう考えているか。 
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  視察報告 

広島県鳥獣対策等支援機構 tegos からの FA（フィールドアドバイザー）派遣によ

り、防護柵や電気牧柵等の正しい設置方法を指導することで、被害の低減へとつなが

っている。農業者からの相談を受け、現地確認すると、正しく柵を設置されている場

所は、ほぼない。 

FA の活動は、地元農業者との信頼関係の構築が重要である。現地指導などにより、

専門家からの指導を素直に聞き入れてもらえるようになり、成果も徐々に表れてきて

いる。 

 

  考 察 

tegos の活動は大きな意義があり、内容も非常に参考になるものと考える。鳥獣被

害への対策には、広域的な取り組みが必要であり、tegos がそのハブ機能をはたして

いることは大きな強みである。広域的な対策強化は農作物の鳥獣被害の軽減を図るた

めに有効な仕組みであると考える。 

勉強会を開催し、専門家から防護柵等の正しい設置方法を学ぶ機会をつくること

は、市職員の負担軽減にもつながると考える。 

 

  各委員の感想・意見 

  単純に農作物を守る事業ではなく市民生活を守る取り組みとして、瑞浪市も取り

組むべきものである。 

  瑞浪市においても鳥獣対策の広域化は

喫緊の課題であり、近隣自治体との連

携は重要と考える。 

  瑞浪市では、電気柵の購入等に対して

補助を行っているが、tegos のような

専門家による電気柵の点検を行っても

らうといいのではないかと考える。 
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8 月 6 日（水）京都府亀岡市  

【かめおかプラスチックごみゼロ宣言プロジェクトについて】 

【亀岡市環境プロモーションセンター(Circular Kameoka Lab)について】 

 

  視察地概要 

人口  85,783 人（令和 7 年 8月 1 日現在） 

面積  224.80 平方キロメートル 

 

京都府の南部、京都市の西に位置し、古来より都と山陰を結ぶ交通の要衝として栄

えた。現在は電車で京都駅まで約 20 分、大阪市へは約 60分の距離にあり、住宅都市

として発展。府内では、有数の耕地面積をもち、麦の算出額は府内首位。京野菜栽培

も盛ん。保津川下りや嵯峨野トロッコ列車などの観光資源があり、府立京都スタジア

ム（サンガスタジアム）が立地。 

 

  視察目的 

「世界に誇れる環境先進都市・亀岡市」の環境に配慮した行動施策のうち、市民意

識を高める施策の実践等をどのように進めているのかを学ぶ。 

 

  視察項目 

  プラスチック製レジ袋禁止条例について、民間事業者への事前説明で、どのよう

な意見が出たか。 

  条例により影響を受ける中小規模の小売店や個人商店に対し、市としてどのよう

な支援処置や周知を行ってきたか。 

  亀岡商工会議所から提出された意見提言書の内容と、それに対する対応。 

  パブリックコメントの意見と、それに対する対応。 

  条例導入時、市民からの戸惑いや反対意見はどの程度あったか。 

  市民の不安や反発を回避するために留意した点。 
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  視察報告    

プラスチックごみゼロ宣言は、徹底した環境重視の亀岡市をアピールする最も大き

な事業である。保津川の保全、民間企業との連携、文化や教育の発展にもつなげてお

り、単なる環境美化ではなく、地域の自然資源を守るという理念に基づいた政策であ

る。 

地域イベントにおけるリユース食器の導入や給水スポットの整備、エコウォーカー

活動など、日常生活のなかに循環の視点を取り入れた施策が多層的に展開されてお

り、サーキュラーエコノミーが実践されている。 

 

  考 察 

市役所ロビーには亀岡市が行っている環境対策に対する取り組み行動が、市民に分

かりやすく展示されていた。また本庁舎や市内全小中義務教育学校には無料給水機設

置がされ、賛同企業も会社内に設置されている環境づくりには、驚きとともに、感動

した。 

 「亀岡市プラスチック製レジ袋の提供

禁止に関する条例」の制定については、

職員のモチベーションも高く、多様な立

場から幅広く意見が言える体制が構築さ

れており、見習うところが多々あったと

感じた。 

本市では、複合公共施設が駅北に建設

予定である。その施設内の一角に、市民

や施設の利用者が環境意識向上を考える

コーナーを常設してみてはどうかと考え

る。 

 

  各委員の感想・意見 

  清掃活動からプラごみゼロ宣言、亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止に関す

る条例の制定や紙の袋の有料化、環境ロゴマーク作りなど、かなり進んだ取り組

みだと思う。 

  亀岡市のプラスチックごみゼロ宣言は、二人の保津川下りの船頭の取り組みがき

っかけであった。民間の発想や意見をスムーズに取り入れ、形にする姿勢を見習

いたい。 

  環境先進都市を実践することは、世界中が目指す「環境保全」が目的であるが、

亀岡市においては移住定住、さらには人口減少対策の一環でもある。地理的条件

も重なって「安全で住みやすいまち」のコンセプトを感じる。将来を見据えたコ

ンセプトの具体化が本市にも必要と考える。 
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